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 第 57 回北海道学校体育研究大会札幌大会、コロナ禍の中で行われた大会は、試行錯誤の中、ＶＴＲ

公開とＷｅｂ研究討議という今までにない方法で開催することができました。あれから３年、会同形式

で行う札幌大会は、第 53 回大会以来でした。さらに今大会は、全国学校体育研究大会北海道大会のプ

レ大会も兼ねており、「明日の北海道・札幌を創る大会」といっても過言ではない大会でした。 

 今大会の大会主題は、「豊かなスポーツライフの実現を目指し、『自ら』課題を発見し、その解決に向

けた学習過程を通して資質・能力を育む体育・保健体育学習」と設定しました。この主題は、これまで

の札幌の歩みを総括し、未来に発信するためのものであると思っています。そして、次年度開催される

第 64回全国学校体育研究大会北海道大会の大会主題でもあります。今大会の成果と課題を明らかにし、

子どもの姿で発信していけるよう努力を重ねていきたいと思います。 

 さて、今大会は北海道各地より 280名ほどの御参加をいただきました。ある授業会場では 100名を超

す方々に御参加いただき、運営の面でも大変学びが大きい大会となりました。大変多くの方々に御参加

いただいたおかげで、分科会での討議もとても深まりました。改めて、子どもの姿を通して語り合うよ

さを感じることができました。「最大のおもてなしは授業」を合言葉に迎えた札幌大会でしたが、分科会

での活発な討議や体育・保健体育学習に向かう参加者の熱量も含めて、各授業が皆様の学びにつながれ

ばとても嬉しいことであります。 

 結びに、このたびの北海道学校体育研究大会札幌大会が多くの成果をあげ、無事に終えることができ

ましたのも、御協力いただいた会場校の皆様、御指導・御支援をいただいた助言者の皆様・北海道教育

委員会・札幌市教育委員会・関係諸団体の皆様、そして御参会いただいた皆様の熱い研究討議のおかげ

です。心より感謝申し上げるとともに、令和７年度に行われる全国大会に向けて邁進してくことをお約

束し、御挨拶といたします。 
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